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■ まえがき

　ご閲読ありがとうございます。本ファイルは深ふか川がわ夏なつ眠みの吸血鬼をモチーフにしたメタフィクショナルな長編サスペンス小説『サンギーヌ』のサンプル版です。冒頭の雰囲気をお気に召して、ご購入を検討いただけましたら幸いです。よろしくお願いいたします。

　表紙等の画像はMidjourney有料版で生成しました。

　尚、本作品には若干の性的描写および暴力表現が含まれることを予めお断わりしておきます。作者はＰＧ12相当と認識しております。





■ 章題


ⅰ．ヴァンパイアフィリア




ⅱ．イコール




ⅲ．アンフルフィルド




ⅳ．ムーンリット




ⅴ．ブラッドラスト




ⅵ．スペルバウンド




ⅶ．テリビリータ




ⅷ．ヴェッセル




ⅸ．フードゥー




ⅹ．アヴァターラ




ⅺ．シカトリス




ⅻ．トランスポジション




■ 主要登場人物





森もり口ぐち祐ゆう樹き　　　　神経質な少年。嗅覚が鋭い。







月つき島しま朔さく也や　　　　フリーライター。本姓は一ノ瀬。







藁わら科しなみどり　　　川辺の船で暮らす女子。







江え木ぎ登と美み男お　　　祐樹の友人。







小こ宮み山やま野の枝え　　　祐樹たちの学校の養護教諭。







竹たけ仲なか惇じゅん　　　　　祐樹の伯父の秘書。







須す藤どう研けん一いち　　　　喫茶《ラブリ》店主。







須藤奏かなで　　　　　研一の妻。







森口紗さ英え子こ　　　祐樹の従兄の妻。







奥おく脇わき千ち鶴づ子こ　　　月島のファン。







田た沼ぬま迪みち顕あき　　　　偽名で月島家に下宿した青年。




■ サンギーヌ

ⅰ．ヴァンパイアフィリア


Vampirephilia






〈１〉




　甘く、ねっとりした幾種類もの匂いが集まって束になり、粘液に覆われたゼリーの蛇が無数に絡みついてくる気がした。祐ゆう樹きは制服のポケットからハンカチを出し、鼻と口を塞いだ。アイロンのかかった清潔なハンカチには薄荷水を垂らしてある。ゆっくり息を吸い込むと、頭の芯までキンと冷えるようだった。忌避剤とはよく言ったもので、忍び寄る邪悪な精気さえ、はね除のけてくれそうだった。

　電車が停まった。人が動いて空気が掻き回される。平日のオフィスにふさわしいとは思えない、くどい香りを放つ男女の波が退いてホッとしたのも束の間、空いた真横の吊革を掴んだ女の髪が軽く頬を嬲った。女の背丈はヒールの高さも合わせて自分と同じくらいか。祐樹は眉をひそめた。が、予期した吐き気は襲ってこなかった。彼女はどんな香料も纏っていないらしい。石鹸やシャンプーの残り香も感じられない。まっさらな木綿のようだった。

　そっと横顔を盗み見る。整った目鼻立ちだが華やかさはかけらもなかった。素顔でもないだろうが、どこにどんな化粧を施したのか見当もつかない。唇さえ地の色のままとしか思えなかった。長い髪は黒くまっすぐで幾分重苦しく、傷んではいないが格別美しくもない。しかし、祐樹は、蔵の中で日の光を浴びずに年を経た日本人形のようなこの女性に、そこはかとない親しみを覚えた。花より観葉植物に似た、ひっそりとした存在感が好もしかった。

　また乗客が入れ替わると、彼女は少し落ち着きをなくした。チラチラと、何度も同じ方向へ視線を放っては睫毛を伏せる。見たくないものを見てしまったが黙殺しきれない風だった。祐樹が対象を見極めた刹那、その場がざわめき出した。体格のいい大学生らしき青年が、スーツ姿の貧相な男の腕を捕らえて、どやしつけている。痴漢だ。被害者はほっそりしたベリーショートの女子高生。清家第二女子の制服だ。だが、周りから大丈夫ですかと声をかけられても、少女は平然と頷くだけで、怒りも恥じらいもせず、冷ややかな眼で床にねじ伏せられた加害者を見下ろしていた。

　車掌が駆けつけたが、列車が減速すると、被害者は何食わぬ顔で祐樹のいる方へ歩き出した。呆気に取られる乗客たちに囲まれた犯人が、短く呻いた。だが、少女は一顧だにせず、山猫のように挑発的な瞳で隣の女性を睨ねめつけた。彼女の顔がサッと青ざめるのがわかった。

　開いたドアに向かって身を翻した少女は、祐樹と目を合わせて不敵な笑みを口の端に刻んだ。祐樹は少女の手の中に、鋭い眼差しと同じ光を放つ小さな物体を認めた。いつか雑誌で見たことのある、レミントンデリンジャーを模したと思おぼしいピストルの形をしたキーホルダーだった。

　ここは清家女子の最寄り駅じゃないぞ——そう思っているうちにドアが閉まり、発車した。バランスを崩して吊革を掴み直したとき、祐樹はあのポトスのような女性が音もなく消えていたのを知った。




　式典は気だるく進行した。クリーニングから戻ったばかりの紺サージが放つ、独特の匂いが講堂に立ち込めている。一時もじっとしていられない小僧どもが身じろぎするたびに起こる衣擦れ。咳払い。中にはガムを噛んだり、インサイドホンからノイズを漏れさせたりしている不届き者もいるが、多くはうつむき加減で、うつらうつら舟を漕いでいた。

「次に、新しく着任される先生方を紹介します」

　眠気覚ましも兼ねてペパーミントの精油を吸引しようとハンカチに手を伸ばしたとき、壇上にコツコツとヒールの音が響いた。挨拶の順番を待って整列した中に、今朝の女性がいた。

　おとなしいワンピースの上に浮かぶ白い顔。漆黒のストレート・ヘア。彼女は産休に入った養護教諭の代任で、コ﹅ミ﹅ヤ﹅マ﹅・ノ﹅エ﹅と名乗った。男子校に若い女性が現れればちょっとした騒ぎになるものだが、残酷にも、地味だ、冴えないといった微かな失望の声が溜め息混じりに零れただけだった。いや、保健の先生なら華美に過ぎないがいい。プライベートはどうあれ、持ち場に化粧品や香水の匂いなど振り撒かない方が正しいに決まっている。

「ゆ﹅ー﹅た﹅ん﹅は、ああいうのが好みだったんですか」

「やめろよ、それ」

「祐樹くんをゆ﹅ー﹅た﹅ん﹅と呼んで何が悪いんですかい」

「アホみたいじゃないかよ」

「じゃあ、ク﹅ド﹅リ﹅ャ﹅フ﹅カ﹅。巻﹅き﹅毛﹅ち﹅ゃ﹅ん﹅だから」

　祐樹は舌打ちして取り合うのをやめた。登と美み男おは丸眼鏡の奥でにんまりと目を細め、長い手足を窮屈そうに動かして禁煙パイプを咥えた。詰め襟のホックは最初から留めていない。こんな行儀の悪い輩に限って自分より成績がいいのだから腑に落ちない。

「自衛のつもりかもしれないっすね。子羊っていうには薹とうが立ってるけど、こんな狼の群れにチャラチャラした格好で潜り込むのは危険だって弁えてるんじゃないんですか。ライバルは少ないっすよ、ゆーたん」

「そんなんじゃないって」

「とかなんとか言って、どっちにしろ今年も保健室には入り浸りになるんでしょうが。初日にきちんと挨拶しておくのが礼儀ってもんですよ」

　前の先生は自分を不﹅健﹅康﹅優﹅良﹅児﹅と呼んで適当にあしらってくれたが、今度もうまくいくだろうか。座席を決めて型どおり自己紹介するだけでホームルームが終わると、祐樹は早速、保健室を訪ねた。入り口には在室の表示。名前は漢字で小宮山野枝——とある。軽くノックしてドアを開けた。

「あのぉ、失礼します……」

　小宮山先生は急いで立ち上がり、振り返った様子だった。胸に向かって垂らした太い一本の三つ編み。化粧っ気のない顔を彩る眼鏡の赤いセルフレームが、妙に艶なまめかしい光沢を放っている。電車では気づかなかったが、左の口くち許もとにホクロがあった。開いていた白衣の前を締めながら、

「どうしました？」

　隣の吊革に掴まって揺られながら、こちらはじっと注視していたのだが、気づかなかったのか。顔など一々覚えていないと言われれば、それまでだが。

「中等部、三のＡの、森口といいます。えーっと……」

「森口くん？」

　何か思い出したのか、ファイルスタンドから用箋挟を引き出して、

「ああ、前任の笠井先生から伺ってます。常連なのよね」

　格別関心を惹かれた風でもない、事務的な口調だった。祐樹は少し落胆したが、低めの声は耳に心地好かった。

「で、今日はどう具合が悪いの？」

「それより前に、ご挨拶を……と、思いまして」

　束の間、真顔でじっと祐樹を見つめていた先生は、小さく噴き出した。呆れたような、軽い侮蔑を含んだ笑いだった。祐樹は喉元に込み上げる苦いものをぐっと堪えようとしたが、それには薄荷の助けが必要だった。

「そこへお座りなさい」

　ポケットから出したハンカチを寄越すよう、目顔で促された。先生は鼻先へ近づけるまでもなく、すぐ返しながら、

「なるほど、気付けね。でも、エッセンシャル・オイルは一つの香りだけ使い続けたら、そのうち効かなくなるから、注意しないと。鎮静にしろリフレッシュにしろ、同じ目的に向いたオイルはいくつかあるんだから、二、三日おきに交替するとか。知らないで吸引してたの？」

　祐樹がこっくり頷くと、

「少し勉強した方がいいわね。ここにアロマテラピー初心者向けの本があるから、お読みなさい」

　貸し出してくれるのか、あるいは好きなときに読みにきていいという意味なのか。腕組みして突っ立ったままの先生は、心ここにあらずといった風情だった。決してなおざりな態度を取っているわけではないが、同時にまったく別の考え事をしているかのようだった。

「現物もあるけど、見てみる？」

　先生は祐樹の傍へワゴンを引き寄せた。理科の実験に使う試薬入れに似た木の箱が載っている。蓋を開けると仕切りの中にエッセンシャル・オイルの小瓶が収まっていた。

「あなたの場合、だいたい二列目になりそうね。コットン一枚ごとに一滴ずつ落として、試してみて。体調に合うオイルでも、香りが好みにマッチしないと気分が悪くなったりするから」

「今おっしゃった、この二列目っていうのが、僕に向いてるってことですか？」

　細い指でキャップを捻りながら、

「ええ。中の栓がドロッパーになってて、一滴ずつ出ます。０．05ミリリットル」

　祐樹は渡されたコットンを鼻に近づけ、一息吸い込んだ。

「オレンジですか？」

「マンダリン。食欲不振の改善に効果的。安眠にも、ね」

　前任者から詳しい資料が渡っているらしい。自分で説明する手間が省けたのはありがたいが、初めて会った日に、もう私生活を垣間見られているというのもぞっとしない。

「柑橘系は、イマイチ——」

「だったら無難にラベンダーかしらね」

　先生が別の小瓶を取り上げたとき、扉を蹴破らんばかりの勢いで生徒が駆け込んできた。体格はいいが、徽章の色で下級生とわかった。

「どうしたの？」

「た、倒れました。頭、打ったみたいで。昇降口の近くで、足、滑らせたんですけど」

「すぐ行きます。動かさないで。あ、森口くん、もう帰る？」

「いえ、別に急いでません」

「じゃあ、悪いけど、しばらく留守番してて」

　返事も聞かずに出ていったが、自分を保健室の付属物のようなものと認めてくれたのだろうか。祐樹はさっき先生が触れたラベンダーの瓶に指を伸ばしたが、思い直して先に教本を読んでみることにした。机の上に、雑に伏せたＡ５サイズのソフトカバーがあった。これではない。先生が言っていたアロマテラピーの入門書は、ブックエンドの内側に並んだうちの一冊だった。だが——。

　勤務中に読み耽り、生徒が押しかけてくるや栞も挟まず放り出したのは、どんな本か。『ノクタンビュール』三月号。タイトルは夜歩きする人、夜行性の人という意味で、体裁はなかなか立派だが、自費出版の同人雑誌だった。刊行は今年の二月。先生が読みかけていたのは月つき島しま朔さく也や・著「ノスフェラトゥ」前編。聞き覚えのある名前だ。登美男が騒いでいた。タレントのエッセイや自叙伝のゴーストライターをしていると噂の文筆家だった。




〈２〉［途中まで］

　今夜こそケリをつけなければ——。野の枝えは通販で手に入れた小型のカラビナナイフをバッグに忍ばせた。気が昂ぶってたまらない。鎮静剤を飲むべきか、それともいっそ戦意を高揚させるべく、カフェイン入りのドリンク剤でも呷った方がいいだろうか。

　相手は腹に厚みがある。このナイフで狙うなら首筋に限る。頸動脈を一気に掻き切れば、ものの数秒で終わる。問題は遺体の始末だ。屋外で斃たおして逃げるか。現場さえ見られなければ。後から細い糸を手繰って自分との関係を突き止められる者などいないだろう。

　準備を重ね、今日をその日と決めて仕事も休んだ。普段とは気持ちを切り替え、鏡に向かって入念に裏の顔を拵えると、髪をアップにし、トレンチコートを羽織って街へ出た。肌寒い。だが、胸から臍にかけて熱いドロドロした液体が渦巻いているようだった。それがエネルギーとなって自分を突き動かしている。怖くはなかった。








＊続きは製品版でお楽しみください。
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